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【現状】

【対応（例）】

新型コロナウイルス感染症に係るタクシー事業の現状と対応

※ サンプル調査による。（（一社）山形県ハイヤー協会、（一社）全国ハイヤー・タクシー連合会、国土交通省）

（６月末 全国）

感染防止対策

自治体等への要望

有償貨物運送、救援事業
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（一）山形県ハイヤー協会
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令和 2 年 9 ⽉ 7 ⽇ 

⼀般社団法⼈⼭形県バス協会 
専務理事 ⼩関 和夫 

新型コロナウイルス感染症のバス事業への影響について 

私ども、⼀般社団法⼈⼭形県バス協会に加盟する会員事業者においては、少⼦⾼齢化や過
疎化の進展によるバス利⽤者の減少や運転⼠不⾜など厳しい事業環境の中、公共交通機関
としての役割、観光振興に伴う貸切バス運⾏に努め、安全運⾏対策に取り組んでおります。 

その⽮先、昨年 12 ⽉、中国武漢市で発⽣した新型コロナウイルスの感染者が全世界に拡
⼤し、今なお感染者が⽇本はじめ世界全体で増加しております。 

そのような中、政府から外出⾃粛要請、学校の休校要請、さらには全国での緊急事態宣⾔
の発出及び期限延⻑、また、⼊国拒否対象国の拡⼤等の影響により、2 ⽉下旬以降、貸切バ
スのキャンセルが相次ぎ、全てのバス事業者において、経営状況の悪化が顕著になっており
ます。

当協会で会員事業者に対し 3 ⽉に実施したアンケートでは、「3 ⽉運⾏分が全てキャンセ
ルになり 4 ⽉以降も 6 ⽉までの運⾏予定がキャンセルになった。」、「3 ⽉から休業状態に⼊
っており本稼働の⾒通しがたたない。創業以来はじめてのことで、この状況が⻑期化すれば
破綻する。」などの意⾒が寄せられており、現在も会員事業者から、「雇⽤の確保、会社の持
続も、新型コロナウイルスが⻑期化すれば厳しい。」、「貸切バスの需要が回復することを期
待しているが、⾞検をとることも慎重にならざるをえないほど先が⾒通せない状況である。」
といった声が寄せられています。

当協会としては、国・政府に対する要望は、上部団体である（公社）⽇本バス協会を通じ、 
また、⼭形県に対しては、県総合交通政策課、県観光⽴県推進課を通じ、当協会会員事業者
への⽀援をお願いしてきました。 

政府におかれては、雇⽤調整助成⾦の助成率拡⼤及び期限延⻑、⾦融⽀援策等はじめ各種
の⽀援を⾏っていただいております。⼭形県でも、貸切バスを組み合わせた旅⾏商品企画等
を通じ、貸切バスの需要回復⽀援をしていただいております。また、各⾃治体からもバス事
業者に対する助成⾦の⽀給等を⾏っていただき⽀援をしていただきました。 

しかしながら、現在、⼤都市圏を中⼼に再び感染者が増加しているため、過去に経験のな
い規模で急激に経営が悪化しており、今後のバス事業運営に多⼤な⽀障をきたす状況まで
落ち込んでおります。 

特に乗合事業は、地域住⺠の⾜である公共交通として、コロナ禍において移動需要が⼤き
く減少する中でも⼀定の事業継続が求められ、雇⽤調整助成⾦の恩恵を受けられず⾮常に
厳しい経営状況にあります。 

道路⾏政については、輸送サービス改善及び公共の利便増進策として、バス停留所やバス
ポールの整備等の費⽤について、乗合バス事業者が困窮極まる切迫した状況のため、⽀援を
お願いしたいと考えております。 

バス事業者がこれからも雇⽤と⾞両を維持し、地域社会活動を⽀え利⽤者が安⼼してバ
スの利⽤をしていただけるよう、⼭形県はじめ各⾃治体の 2 次補正による「地⽅創⽣臨時
交付⾦」を活⽤いただき、バス事業者への更なる⽀援をお願いいただきたいと思っておりま
す。

以上 

山形県バス協会
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